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津田工業株式会社
冷間鍛造部・伊佐次 正朗さん

鉄の動きを読む

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
駆
動
部

分
の
部
品
製
造
な
ど
を
手
掛
け

る
津
田
工
業
。
部
品
の
製
造
に

必
要
な
金
型
の
設
計
か
ら
製
品

の
製
造
ま
で
、
全
て
を
自
社
で

担
う
一
貫
生
産
体
制
を
最
大
の

強
み
と
し
て
い
る
。「
製
品
を

生
産
す
る
た
め
の
金
型
を
作
る

部
門
と
製
品
生
産
部
門
が
密
に

連
携
を
と
る
こ
と
で
、
品
質
の

良
い
製
品
を
安
定
し
て
生
産
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
伊

佐
次
さ
ん
は
話
す
。

強
み
は
一
貫
生
産
体
制

津田工業株式会社

１９３４年創業。自動車部品
の開発・製造を手掛ける。豊
川工場は１９７０年操業開
始。主にハイブリッド車の駆
動部分の部品を製造し、金型
設計から製品製造まで一貫
生産体制を強みとしている。

豊川工場：東上町土橋80

次
世
代
の
自
動
車
を
見
据
え
て

1生産過程の課題などについて、金型製造部門と生産部門で話し合いを
重ねる2常温の下、世界最大級といわれる1300トンの力を加えて鉄材
を成形する設備3円柱形の鉄材（左）が独自製法により成形される（右）
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独
自
の
製
法
を
極
め
る

　

創
業
以
来
、
自
動
車
部
品
を

作
り
続
け
て
き
た
津
田
工
業
。 

自
動
車
の
電
動
化
が
進
む
中
、

生
産
現
場
も
変
化
が
求
め
ら
れ

る
。「
高
い
ス
キ
ル
を
持
つ
人

材
を
育
て
、
柔
軟
に
対
応
で
き

る
生
産
現
場
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
伊
佐
次
さ
ん
。
長
年

培
っ
て
き
た
技
術
と
経
験
を
も

と
に
、
次
世
代
を
担
う
部
品
作

り
に
挑
戦
し
て
い
く
。

モノ、ヒト
シゴト。

TOYOKAWA PRODUCE
豊川市が誇るモノづくりと、それに携わるヒト
を紹介します。
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断面図

　

昭
和
50
年
代
半
ば
、
常
温
の

ま
ま
鉄
材
に
力
を
加
え
て
成
形

す
る
加
工
方
法
を
業
界
に
先
駆

け
て
取
り
入
れ
た
。
こ
の
方
法

の
長
所
は
、
鉄
材
を
熱
す
る
加

工
方
法
に
比
べ
て
精
度
の
高
い

加
工
が
で
き
、
廃
棄
す
る
金
属

が
少
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
。
し
か

し
、
金
属
は
熱
を
加
え
た
方
が

変
形
し
や
す
い
た
め
、
常
温
で

成
形
す
る
と
、
金
型
へ
の
負
担

が
大
き
く
な
り
、
金
型
の
破
損

や
摩
耗
に
つ
な
が
る
。そ
こ
で
、

大
き
な
力
を
加
え
て
も
耐
え
ら

れ
る
強
度
を
持
つ
金
型
を
作
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

金
型
自
体
の
素
材
や
形
、
加
工

方
法
を
追
求
し
、
最
適
な
金
型

を
作
り
上
げ
た
。
伊
佐
次
さ
ん

は
「
鉄
材
の
変
形
を
い
か
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
か
が
金
型
設
計

に
必
要
な
技
術
力
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
は
部
門
間
の
連
携
。
生
産
現

場
で
生
じ
た
問
題
点
を
金
型
製

造
部
門
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、改
善
に
つ
な
げ
る
。

さ
ら
に
生
産
部
門
で
は
、
勉
強

会
を
定
期
的
に
行
い
、
現
場
作

業
に
お
け
る
意
識
向
上
を
図
っ

て
い
る
。「
な
ぜ
こ
の
工
程
が

あ
る
の
か
、
理
由
を
知
っ
た
上

で
作
業
を
す
る
の
と
し
な
い
の

と
で
は
、
効
率
も
精
度
も
変

わ
っ
て
く
る
」
と
語
る
。
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